
建築学科と聞くと、おしゃれなデザインの建物
の設計（意匠設計）について勉強する学科とい
うイメージがあると思いますが、実は建築学科
で学ぶ内容は非常に多岐にわたります。
私が担当している建築の構造という分野は、普
段はあまり注目されませんが、実は非常に重要
な分野で、人間で言うと骨格の部分です。いく
らおしゃれなデザインの建物でも地震や台風な
どで壊れてしまっては、意味がありません。
皆さんも骨格のしっかりとした人間になれるよ
うに頑張ってみませんか？

建築構造 III 研究室（吉田ゼミ）

プロフィール
東京工芸大学工学部建築学科を卒業後に同大学
院へ進学し、3年間企業で働いた後に本学の助
手として着任しました。建物の応答を専門に研
究しており、人工衛星を用いて建物の風による
揺れを計測するなど、台風などの強風による建
物への影響についても研究しています。
工芸大学出身の教員は建築学科では自分だけで
年齢も学生の皆さんと近いと勝手に思っていま
すが、そう思っているのは自分だけかも...。

担当科目
構造デザイン概論、建築構造力学I A、
建築構造力学I B、建築構造力学演習、
建築構造設計I、建築構造II演習、
建築材料構造実験A

専門分野

研究、実践活動

当研究室では、台風および竜巻
、ダウンバーストなどの突風に
よる建物の応答に関する研究を
行っています。風洞と呼ばれる
実験装置を用いて、建物模型に
風を吹かせることにより、風圧
、風力、振動などのさまざまな
応答量の計測を行います。
また、実際の建物にセンサーを
取り付けて、建物の揺れの特性
を調べたり、GPSアンテナを建
物の屋上に取り付け、人工衛星
の電波を受信することで、建物
の揺れをリアルタイムで計測す
るなどの研究をしています。

構造物の揺れを捉える

●　 都市・建築環境工学
●　 換気工学
●　 風工学
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